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第２回生駒市総合計画審議会（全体会）会議録 

 

開催日時 令和４年１０月４日（火）１３時３０分～１４時００分 

開催場所 生駒市役所４階 大会議室 

出席者 

（ 委 員 ）大谷委員、高取委員、田中委員、久 委員、森 委員、淺間委員、伊藤委員、

楠 委員、藤尾委員、上山委員、山上委員、和田委員 

（ 事 務 局 ）増田市長公室長、牧井企画政策課主幹、片山企画政策課企画係長、 

桐谷企画政策課員 

欠席者  清水委員、鐵東委員、中垣委員 

 

議事内容 

１ 開会 

２ 案件 

（１）総合計画進行管理検証報告書について 

（２）第２期基本計画の策定について 

（３）その他 

３ 閉会 

 

以下、発言要旨 

（１）総合計画進行管理検証報告書について 

【 久 会 長 】 案件１番目の総合計画進行管理検証報告書について、事務局から説明を

お願いする。 

【 事 務 局 】 （資料２について説明） 

【 久 会 長 】 事務局から説明があったが、検証報告書について又は部会での検証時に

気付かれた点、検証方法の改善点など、それぞれの部会を代表して部会長

からご意見あればお願いしたい。 

【 森 委 員 】 第一部会では、防災関係、人権関係、地域コミュニティ関係、行政運営

関係について検証を行った。小分野「6-1-1行政経営」や「6-1-3財政経営」

等は、5年後のまちに向けて適切に進んでいると感じた。「1-4-1防災」や
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「3-2-1市民協働・地域コミュニティ」等、地域とのかかわりが深い分野で

は活発な議論が行われた。自主防災等の地域が主体になって取り組む内容

については、地域ごとの力の差といった課題が浮き彫りになった。「3-1-1

人権・多文化共生」や「3-1-2男女共同参画」等は、性的マイノリティの対

応等、市の取組から漏れないよう今後も広い視点で検討していく必要があ

る。 

【 高 取 委 員 】 第三部会では、福祉、教育、生涯学習分野について検証を行った。イベ

ントの参加人数等、新型コロナの影響を受ける指標が多く、進捗が思わし

くない指標が見受けられたが、各分野概ね順調に推移していると感じた。 

【 久 会 長 】 検証報告書を見ると第５分野の評価が高く、第４分野も都市整備や環境

等は全体的にしっかりと取り組んでおり、指標も達成しているものが多い。

第二部会ではこれらの分野について検証を行った。私は総合計画に携わっ

て長いが、担当課の変化を感じている。例えば、農業部門では、かつては

「零細農家が多いため、様々な取組を進めることは難しい」という話であ

ったが、今年の部会では「新しく農業を始めている人が現れ、取組も進ん

でいる」とあり、市と農業従事者の協働の成果だと感じている。毎年の進

捗の検証を続けることで得られた成果であると思う。 

 一方で、たけまる号の利用者数の減少やごみの不法投棄の増加等、市だ

けで取組を進めることが難しく、市民の協力が必要な指標では苦戦してい

るようである。先ほど森委員から、地域毎に温度差があるという話もあっ

たが、行政と共に頑張る人がいる一方で、自らの行動に責任を持っていな

い人もいることが課題。今後も市民と共に5年後のまちや指標を追っていく

ことが重要である。 

 その他、意見はないようなので、報告書は事務局案から修正なしでその

ままとし、答申書を付して本審議会としての答申とする。 

 

（２）第２期基本計画の策定について 

【 久 会 長 】 案件２番目の第２期基本計画の策定について、事務局から説明をお願い

する。 

【 事 務 局 】 （資料３について説明） 
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【 久 会 長 】 総合計画は１０年を基本的な計画期間として、前期基本計画と後期基本

計画を５年ずつで定める自治体が多いが、生駒市の第6次総合計画は２０年

後を目指している計画であり、４年毎に基本計画を策定する。次年度が第

２期計画の策定期間にあたるため、審議会の回数も多くなるがご協力いた

だきたい。 

【 森 委 員 】 行政の取組は縦割りが多いが、戦略的施策を定めることで部門を超えた

目線で評価できると思う。第２期基本計画でも継続する想定か。 

【 事 務 局 】 部門間の縦割りは当初から課題だと感じており、部局を超えた連携を進

めるため戦略的施策を定めた経緯がある。現時点で決まったことは無いが、

第２期も継承していく想定である。 

【 久 会 長 】 第２期基本計画はこれから内容を検討していく。各委員の知恵を頂きな

がら、内容を検討していくものである。 

 総合計画の検証は、あくまで「５年後のまち」が目標である。今年度の

部会も通じて、担当課も意識できていると思う。第２期基本計画の策定に

あたっては、５年後のまちが明確に分かるよう設定できているかが大切。

進行管理ができる目標にする必要がある。５年後のまちに記載した内容は

検証する必要があるので、現実的に到達できるかどうかも考慮して作成す

る必要がある。「生駒らしい」といった表現などがあると、「生駒らしい」

とは何かを考え、検証する必要が出てくる。次期基本計画では、到達目標

としてどういったところを設定するのか、こだわって作り上げていきたい

と思う。 

 

【 事 務 局 】 （増田市長公室長挨拶） 

 

【 久 会 長 】 それでは、これをもって第２回生駒市総合計画審議会全体会を閉会する。 

 

── 了 ── 


